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滋賀県が“男性の長寿”で初の全国一に！ 
女性の平均寿命では全国 4 位に 

 

滋賀県が、男性の平均寿命で初の全国1位になったことをお知らせします。 

厚生労働省が平成29年12月13日（水）に発表した「平成27年都道府県別生命表」において滋

賀県の男性の平均寿命が1位（81.78歳）、女性が4位（87.57歳）となり、昭和40年から5年毎

の実施で11回目となる今回において、前回（平成22年）まで5回連続で男性１位だった長野県（81.75

歳）を抑えて初の全国1位となります。 

厚生労働省の調べでは、本県の男性は脳血管疾患による死亡率の低さが全国1位や、がんに

よる死亡率の低さが全国2位となっています。これらの背景には、喫煙率の低さや食塩摂取量

の低さなど、生活習慣病予防に良いと言われる生活、行動が広がっていると考えられます。平

均寿命が長い要因は様々ですが、県や市町の取組をはじめ、地域住民の主体的な取組等が総合

的に平均寿命を延ばしたと考えられます。 

また、この度の結果を受け、下記のとおり三日月大造滋賀県知事がコメントを出しました

のでお知らせいたします。 

 

記 

■三日月大造滋賀県知事のコメント 

「本県の男性における平均寿命“日本一”の知らせを大変嬉しく思います。これは生活習慣の改善等

にむけ、食生活の見直し・運動など、県民の皆さん一人ひとりが、取り組まれてきたからであると思い

ます。また、この結果には、健康推進員の皆様の地域における地道な活動、「7月 1日のびわ湖の日」の

一斉清掃に代表される活発な地域活動、「鮒ずし」で知られる発酵食文化、日本一の湖「琵琶湖」を中心

とする豊かな自然環境のもとで送るライフスタイルなど、過去から紡がれてきた県の歴史や文化も関係

しているのではないでしょうか。 

健康は社会環境にも大きく影響されるため、滋賀県では“誰もが健康で、活躍できる社会づくり”を

進め、人生１００年時代を心身ともに豊かに過ごせる持続可能な地域をつくってまいります。」 

 

 

■伝統的な滋賀の食文化を研究している滋賀大学名誉教授 堀越昌子氏のコメント 

「滋賀県には、日本一の大きな湖「琵琶湖」で獲れる湖魚を使った「鮒ずし」に代表される発酵食文

化が古くから存在します。鮒ずしは琵琶湖でとれるフナを塩漬けにしてから、ご飯で漬けて自然発酵さ

せたもので、昔からお腹の調子の悪い時や、体調の悪い時に薬代わりに食べる風習があり、また良質の

乳酸菌を豊富に含んだ発酵食品である事から、腸内環境の改善など人々の健康に影響があるといわれて

います。またコアユなど小魚も丸ごと食べますので、骨が強く、身長も高いです。近江米の産地として、

「米＋魚＋豆＋野菜＋発酵食」の食事バランスの良さもあげられます。こうした滋賀県独特の食文化が

県民の食生活の基盤となっています。」 



 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】 

〈湖国滋賀の独自の食文化〉 

・古来、日本の農村では、タンパク質とカルシウムと脂質が不足がちでしたが、琵琶湖周辺では湖魚を食べること

によって栄養が補われ、人々の健康に大きく貢献してきたと言われています。 

・湖魚は刺身、なます、煮魚、佃煮、豆煮、焼魚、ナレズシ、鍋、味噌汁などにされ、多様な淡水魚の食文化が形

成されてきました。 

・とりわけ琵琶湖周辺では、様々な魚をナレズシにして食べる文化が受け継がれてきました。ナレズシは保存の出

来る食料としてだけでなく、神事や祭の際に神饌や直会として用いられるなど、人々の暮らしに密接に関わって

きました。 

・ナレズシは良質のタンパク質源、脂質源であるとともに、発酵させることで魚を頭から尾まで丸ごと食べられる

ようになるため、カルシウムを豊富に摂取できる食品でもあります。 

・ナレズシの中でも「鮒ずし」は、お腹の調子の悪い時や体調の悪い時に薬代わりに食べる、といった昔からの風

習があり、これは鮒寿しが良質の乳酸菌を豊富に含んだ発酵食品であり、腸内環境を良くする働きがある食物で

ある事を経験として知っていたと考えられます。 

〈県民の健康寿命延伸に向けた取り組み〉 

・平成 26 年度から「健康寿命延伸プロジェクト」として、主に、働き盛り世代を対象に、企業、団体と一緒に健康

づくりに取組むことを視点に各種事業を展開し、健康なまちづくりを進めています。 

・平成 29 年度は滋賀県民の健康寿命延伸に向けた健康データ活用事業を開始。健康寿命の延伸の要因を探り、施策

につながる基礎資料を作成しています。 

・平成 30 年度当初予算編成方針のポイントとして「だれもが健康で、活躍する社会づくり」等を重点項目に置き、

がんをふくむ生活習慣病の予防、食育の推進、歯科口腔保健の推進等を通じて、健康寿命の延伸を目指します。

個人の取組はもちろん、健康づくりに取り組みやすい環境づくりにも力をいれ、健康なひとづくり、健康なまち

づくりを進めます。 

《数字から見える滋賀県民の生活（総務省「平成 28 年社会生活基本調査」）》 

・ボランティア活動の年間行動者率(10 歳以上）全国 1位 

・旅行・行楽の年間行動者率(10 歳以上）全国 5位 

・スポーツの年間行動者率(10 歳以上）全国 4位 

詳細は「滋賀県なんでも 1番」を参照ください。 

（URL）http://www.pref.shiga.lg.jp/profile/seikatsu/index.html 

【本件に関するお問い合わせ先】 

滋賀県総合政策部広報課広報係 

電話：077-528-3041  E-mail：koho@pref.shiga.lg.jp 

（平均寿命に関すること）健康医療福祉部健康寿命推進課健康づくり係  

       電話：077-528-3651  E-mail：eg00@pref.shiga.lg.jp 

（滋賀の湖魚に関すること）農政水産部水産課水産振興係 

電話：077-528-3873  E-mail：gf00@pref.shiga.lg.jp 

○厚生労働省：H29 年度人口動態統計特殊報告 

①男性の脳血管疾患による死亡率の低さ【全国 1位】 ②がんによる死亡率の低さ【全国 2位】 

○厚生労働省：「平成 28 国民健康・栄養調査」 

①喫煙率の低さ【全国 1位】 ②食塩摂取量の低さ【全国 5位】 
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